
 

第３・４学年複式国語科学習指導案 
日 時 平成２４年９月２８日（金）５校時 
児 童 ３年生７名  ４年生５名 
指導者 千 葉 章 子 

  
【３年生】 

１ 単元名    説明のしかたを考え、例をあげて説明しよ   
         う 
 

２ 学習材名  「すがたをかえる大豆」（筆者：国分牧衛） 
        「食べ物のひみつを教えます」 
 

３ 身に付けさせたい言語能力とそれに迫るための中核とな

る言語活動及び言語活動の特徴 

 
 
言語能力 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
言語活動 

 
 
 
 
 
 

 
特徴 
 

・段落の中心文を見つけたり、段落相互の関係

をとらえたりする力（読むこと イ） 
・「中」に書かれた事例を整理しながら読む力 
（読むこと エ） 

・文章構成を意識し、事例を挙げながら文章を

書く力（書くこと イ） 

【４年生】 
１ 単元名   段落どうしの関係を考えながら、写真と文章

で説明しよう 
 

２ 学習材名  「アップとルーズで伝える」 
（筆者：中谷日出） 

        「仕事リーフレット」を作ろう 
３ 身に付けさせたい言語能力とそれに迫るための中核とな

る言語活動及び言語活動の特徴 

 
 
言語能力 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

言語活動 
 
 
 
 
 
 

 
特徴 

 

 
 

 
 

 
 

【「食べ物リーフレット」を作る】 
ある食材がすがたを変えて、どんな食品になるかを

伝えるために、「食べ物リーフレット」を作る。 

【「仕事リーフレット」を作る】 
目的に応じて「アップ」と「ルーズ」の写真を使

いわけながら、「仕事リーフレット」を作る。 

・リーフレットを「はじめ」「中」「おわり」に分けるこ

とで、文章構成を理解することができる。 
・「中」の部分に事例を並べることで、中心文を正しく

読み取ることができる。 
・自分が選んだ食材について、具体的な例を挙げ並べ方

を考えることで、「分かりやすい説明のしかた」につ

いて理解することができる。 

・写真と文章を対応させることで、段落相互の関係を

読み取る事ができる。 
・「アップ」と「ルーズ」を対比することで、目的に

よる表し方のちがいを理解することができる。 
・目的に応じて写真と文章を対応させながら説明する

ことで、分かりやすいリーフレットを作ることがで

きる。 

・二つのことを対比させたり、写真と文章を対応さ

せたりして読む力（読むこと イ） 
・書くことを決め、目的に応じて必要な事柄を調べ

る力（書くこと ア） 
・伝えたいことが明確になるように、段落相互の関

係に注意して文章を書く力（書くこと イ） 
・書こうとすることの中心を明確にし、事例を挙げ

て書く力（書くこと ウ） 



 

 
 

 
  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

４ 単元について 

（１）児童について 

  児童は、１学期に「ありの行列」を学習し、説明文

の文章を「はじめ」「中」「おわり」でとらえる見方や、

段落ごとに要点を読み取る学習を行ってきた。その中で、

形式段落がいくつかまとまって大きなまとまりを作って

いることや段落の内容を正しく読み取ることで、段落相

互の関係にも目を向けられるようになってきた。しかし、

段落の中心文を見つけたり、そこから段落相互の関係を

とらえたりする力、また、学習したことを日常の活動の

中で生かす力は、まだ十分に身についていない。このよ

うな実態を踏まえ、身に付けさせたい言語能力に迫るた

めに必要な言語能力を押さえていきたい。（指導計画参

照） 
 
（２）学習材について 

  本単元で取り扱う学習材「すがたをかえる大豆」は、

身の回りにある食材をとりあげて書かれた説明文で、

児童にも身近な内容である。しかし、見ただけでは大

豆からできているとは気付かないものもあり、興味や

驚きを感じながら読み進めることのできる学習材であ

る。 
「すがたをかえる大豆」は、「いろいろな食品」「おい

しく食べる工夫」といった語に着目しながら読み進める

ことで、大豆がすがたを変えていく事例を読み取ること

ができる。また、「次に」「また」などの接続後を使いな

がら、いくつかの事例を簡単な物から紹介することで、

分かりやすい説明のしかたにつながっていることを理

解することができる。 
  また、「食べ物のひみつを教えます」は、「すがたを

かえる大豆」で学習した「説明のしかた」を活かしな

がら、情報を収集してリーフレットを作るという活動

につなげていくことができる。 
 
（３）指導について 

  本単元では、食材がすがたを変えていることを伝え

るために、「食べ物リーフレット」を作るという言語活

動を通して、単元でねらう言語能力に迫っていきたい。

そのために、各段階において、以下のことを工夫して

いきたい。 
  つかむ段階では、児童に目的意識をもたせるために、

「食べ物リーフレット」を作るという単元のゴールを

（目的）を知らせ、学習への意欲を高めさせるととも

に、単元全体の学習についての見通しをもたせたい。 
深める段階では、段落を意識させながら、「中心とな

る語や文をとらえる読み」を行う。そして、段落ごとに

書かれている工夫を読み取りながら、いくつかの「事例」

を分かりやすい順に示すという説明のしかたの工夫に

気付かせていきたい。 
 

 

４ 単元について 

（１）児童について 

  児童は、段落相互の関係について考える学習を、

３年生の説明文の学習から経験を積み重ねてきてい

る。１学期に学習した「動いて、考えて、また動く」

の学習では、文章構成に着目しながら説明文を読み

取ってきた。そして、段落ごとに要点をまとめなが

ら読み進めることで、書かれてある内容を的確にと

らえることができるようになってきた。しかし、二

つのものを対比させて読んだり、写真と文章を対応

させて読んだりする力はまだ育っていない。また、

そのことを使って分かりやすく伝えることについて

の意識もまだ弱い。。このような実態を踏まえ、身に

付けさせたい言語能力に迫るために必要な言語能力

を押さえていきたい。（指導計画参照） 
 
（２）学習材について 

  本単元で取り扱う学習材「アップとルーズで伝え

る」は、身近なメディアであるテレビの映像技法を

中心に述べたものである。サッカーの試合が例に出

されていることもあり、児童にとっては、親しみや

すい内容である。一方で、何気なく受け止めている

情報が、実は、伝える側の意図に基づいて送られて

いるということに気付くことにより、児童にとって

は、情報を受け取る側として、新しい視点が生まれ

る学習材である。 
「アップとルーズで伝える」は、２枚の写真と文章

を対応させながら読むことや、二つのことを「対比し

て述べる」という説明の仕方を学習することができ

る。また、それは読み手に分かりやすく伝えるための

工夫であることを理解することができる。 
  また、「仕事リーフレット」を作ろうでは、「アッ

プとルーズで伝える」で学習した「分かりやすく伝

えるための工夫」を活かしながら、写真と文章を対

応させたり、二つのことを対比させたりする活動に

つなげていくことができる。 
 
（３）指導について 

  本単元では、「アップ」と「ルーズ」の写真を使い

ながら、「仕事リーフレット」を作るという言語活動

を通して、単元でねらう言語能力に迫っていきたい。

そのために、各段階において、以下のことを工夫し

ていきたい。 
  つかむ段階では、児童に目的意識をもたせるため

に、「仕事リーフレット」を作るという単元のゴール

を（目的）を知らせ、学習への意欲を高めさせると

ともに、単元全体の学習についての見通しをもたせ

たい。 
  深める段階では、アップとルーズの特徴を写真と

文章から読み取らせ、２枚の写真と文章を対応させ

ながら読むことや、二つのことを「対比して述べる」

という説明の仕方を理解させたい。 
   
 
 

 
 



 

活かす段階では、「すがたをかえる大豆」の学習で理

解したことを使って、主体的に活動に取り組むことがで

きるよう、自分が調べてみたい食材についてリーフレッ

トを作る活動に取り組ませたい。そのために、単元の始

めから並行読書に取り組ませていく。 
広げる段階では、できあがったリーフレットを友だち

同士で交流することを通して、学習への満足感や充実感

を高めていきたい。 
 

５ 単元の目標 

【国語への関心・意欲・態度】 
・事例をあげた説明の仕方のよさに気付き、自分が表現 
するときに役立てようとする。 

【書くこと】 
・構成や段落相互の関係に注意しながら、文章を書くこ 
とができる。（イ） 

【読むこと】 
・中心となる語や文に着目し、段落と段落のつながりを

考えながら、文章を正しく読むことができる。（イ） 
・目的に応じて文章を要約することができる。（エ） 
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
・指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす

役割を理解することができる。（ク）      
 
 
６ 単元の評価規準 

【国語への関心・意欲・態度】 
・事例をあげた説明の仕方のよさに気付き、自分が表現

するときに役立てようとしている。 
【書く能力】 
・段落相互のつながりや役割を意識し、具体的な事例を

挙げながら文章を書いている。（イ） 
【読む能力】 
・大豆がすがたを変えることについて中心となる語や文

に着目し、段落と段落のつながりを考えながら、文章

を正しく読んでいる。（イ） 
・「中」に書かれた具体的な事例を整理しながら読んでい

る。（エ） 
【言語についての知識・理解・技能】 
・指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす

役割を理解して、文章を読んでいる。（ク）       
 

活かす段階では、「アップとルーズで伝える」の学習で理

解したことを使って、主体的に活動に取り組むことができる

よう、社会科見学や身近な人から取材したことをリーフレッ

トにまとめる活動に取り組ませたい。 
 広げる段階では、できあがったリーフレットを友だち同士

で交流することを通して、学習への満足感や充実感を高めて

いきたい。 
 

５ 単元の目標 

【国語への関心・意欲・態度】 
・伝えたいことに応じて表現方法が異なることに気付き、自分

が表現するときに役立てようとする。 
【書くこと】 
・書くことを決め、必要な事柄を調べることができる。（ア） 
・自分の考えが明確になるように、文章を構成することができ

る。(イ) 
・書くことの中心を明確にし、事例を挙げて書くことができる。

（ウ） 
【読むこと】 
・文章全体の構成や段落相互の関係を理解することができる

（イ） 
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
・指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を

理解することができる。（ク） 
 
６ 単元の評価規準 

【国語への関心・意欲・態度】 
・伝えたいことに応じて表現方法が異なることに気付き、自分

が表現するときに役立てようとしている。 
【書く能力】 
・書くことを決め、必要な事項を調べている。（ア） 
・写真と文章を対応させ、段落のまとまりを意識しながら文章

を書いている。（イ） 
・書こうとすることの中心を明確にして、写真と文章を対応さ

せたり、二つのことを対比させたりしながら文章を書くこと

ができる。（ウ） 
【読む能力】 
・文章全体の構成や、写真と本文の対応・対比の関係を理解し

ている。（イ） 
【言語についての知識・理解・技能】 
・指示語や接続語は、文章相互の関係、段落相互の関係を示す

手がかりになることを理解して文章を読んでいる。（ク） 
 



  ７ 第３学年 単元の指導計画（１３時間） ※ 本時は太字部分 

段階（時数） 主な学習活動 評価規準（評価方法） 身に付けさせたい言語能力に迫るための言語活動の位置付け 

【つかむ】 

 中核とな

る言語活動

を知り、学

習の見通し

を も つ 。

（２） 

①「すがたをかえる大豆」と「食

べ物のひみつをを教えます」を

読み、説明のしかたを学習した

上で「食べ物リーフレット」を

作るという単元のゴールを知

り、並行読書を進める。 

 
②学習計画を立てる。 
 

①大豆が様々な食べ方をされてい

ることに関心をもち、意欲的に学

習している。 

（発言・シート）【関－１】 
 

 
 
②学習の見通しをもち、リーフレッ

トを作ることに意欲的に取り組

もうとしている。 

（発言・シート）【関－２】 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

③○文章構成を理解しながら、大まかな内容を読み 
取ることができる。 

 

 
 
④○「はじめ」「中」「おわり」に分け、大まかな内容を読 

み取ることができる。 
 
 
⑤⑥○具体例の提示を正しく読み取ることができる。 
 
 
 
 
 
⑦☆「分かりやすく書くための工夫」について理解 

することができる。 

・事例の並び方 

・どんな良さがあるのか 

 

 
⑧⑨☆食材を決めて中心となる語や文を書くことができる。 

 
 
 

 
⑩☆分かりやすく書くための事例の並べ方を考えることが 

  できる。 
⑪○構成を考えて、リーフレットを作ることができる。 

 

【深める】 
「すがたを

か え る 大

豆」を読み、

分かりやす

い説明文の

書き方を知

る。（５） 

③「すがたをかえる大豆」を「は

じめ」「中」「おわり」に分け、

大まかな内容を読み取る。 

 
④「はじめ（１～２段落）」「お

わり（８～９段落）」の内容を

読み取る。 
 
⑤⑥「中（３～７段落）」の

内容を正しく読み取り、中

心文を確認する。 
 
 
 
⑦説明の仕方の工夫につい

て考える。（本時） 

 
 

 

 

③理由を明確にしながら３つのま

とまりに分けている。 

（発言・シート）【読イ－１】 

 
④「はじめ」には話題提示、「おわ

り」には大豆がいろいろなすがたで

食べられている理由が書かれてい

ることが分かる。 
（発言・シート）【読イ－２】 

⑤⑥中心となる文や大事な言

葉を確認しながら、正しく読

み取っている。 
  （発言・シート）【読エ－１】 
  

⑦事例の並び方に着目し、「分

かりやすく書くための工夫」

について理解している。 

（発言・シート）【読エ－２】 

 

【活かす】 
 事例の並

べ方を考え

て、「食べ物

リーフレッ

ト」を作る。

（４） 

 

 
 

⑧⑨本で調べたことをもとにし

ながら、自分が調べたい食材に

ついて中心となる語や文をカ

ードに書き、必要な事柄を収集

する。 

⑩事例の並べ方を考え、「中」の

部分を工夫する。 

 
⑪全体の構成を考えて、リーフレ

ットにまとめる。 

⑧⑨リーフレット作りに必要なこ

とを取材している。 
    （シート）【書－１】 

⑩⑪学習したことを活かして、リー

フレットを作っている。 

（シート）【書－２】 

【広げる】 
作成した

文章を読み

合い、交流

する。（２） 

⑫友だちが作ったリーフレット

を読み合う。 

⑬リーフレットで紹介された本

を読む。 

⑫友だちが作ったリーフレットの

工夫を見つけようとしている。 

（発言・シート）【関－３】 
⑬食べ物について関心をもちなが

ら読んでいる。 

   （発言）【関－４】 

 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
言
語
能
力
を
「
食
べ
物
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
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構
成
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て
盛
り
込
む
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と
で
、
言
語
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動
を
通
し
て
言
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身
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付
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せ
る
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と
に
迫
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【身に付けさせたい言語能力】 
◎段落相互の関係を理解して、文章全体を読む力 

               （具体的事例） 
○書こうとすることの中心を明確にし、事例を挙げて書く力 

【中核となる言語活動】「「食べ物リーフレット」を作る。 
・文章構成 → 「はじめ・中・終わり」の構成を活かす。（○） 
        はじめ…話題提示 

        中…具体例の提示 
        終わり…まとめ 

・分かりやすく書くための工夫 → 並べ方を考えて具体的な

事例を挙げる。（☆） 

「すがたをかえる大豆」で、

説明の仕方を学習し、「食べ物

リーフレット」を作ろう。 



７ 第４学年 単元の指導計画（１３時間） ※ 本時は太字部分 

段階（時数） 主な学習活動 評価規準（評価方法） 身に付けさせたい言語能力に迫るための言語活動の位置付け 

【つかむ】 

 中核とな

る言語活動

を知り、学

習の見通し

をもつ。 
（２） 

①単元全体を読み、説明の仕方を

学習した上で、「仕事リーフレ

ット」を作るという単元のゴー

ルを知り、並行取材を進める。 

 
②学習計画を立てる。 

 
 

 
 

 
 

①題名に興味をもち、意欲的に学習

している。 
（発言・シート）【関－１】 

 
②学習の見通しをもち、「仕事リーフ

レット」を作ることに意欲的に取

り組もうとしている。 
（発言・シート）【関－２】 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
③☆写真と文章を対応させながら、全体の文章 
構成をとらえることができる。 

 
 
④○写真と文章を対応させながらアップと 

ルーズについて理解することができる。 
 
 
 
⑤☆写真から伝わることと、文章から読みと 

れることを対応させることができる。 

 

 
⑥○アップとルーズが目的によって使い分け 

られていることを読み取ることができる。 
 
 
⑦☆説明の仕方や工夫についてまとめること 

ができる。 
 
 
⑧○リーフレットの書き方について確認することが 

できる。 

 
⑨☆リーフレットに必要な情報を集めることができる。 

 

 
⑩○取材したことをアップとルーズの視点で分ける 

ことができる。   
⑪⑫○☆写真と文章を対応させて、リーフレットを 

作ることができる。 

【深める】 
「アップと

ルーズで伝

える」を読

み、説明の

仕方や、説

明の工夫に

ついて理解

する。（６） 

 

③全文を読み、文章全体の構成を

つかむ。 

 

 
④写真と文章を対応させて読み 

１～３段落の関係をつかむ 

 
 
 
⑤写真と文章を対応させて

読み、４～６段落の関係を

つかむ（本時） 

 
⑥７～８段落を読み、段落の役割

を考える。 

 
 
⑦「アップとルーズで伝える」の

説明の仕方や、説明のくふうに

ついてまとめる。 

 

③それぞれの段落の役割をとらえ、

文章全体の構成をつかんでいる。 
（発言・シート）【読－１】 

 
④写真と文章を対応させながら読

み、アップとルーズの言葉の意味

を理解している。 
（発言・シート）【読－２】 

 

⑤アップとルーズの特徴を理解

している。 

（発言・シート）【読－３】 

 
⑥アップとルーズが目的によって使

い分けられていることを理解して

いる。 
（発言・シート）【読－４】 

⑦前時までの学習から、上手な説明

の仕方についてまとめることがで

きる。 

（発言・シート）【読－５】 

【活かす】 
 アップと

ルーズの特

徴を活かし

て、「仕事リ

ー フ レ ッ

ト」を作る。

（４） 

⑧教科書のﾘーフレットを使っ

て、学習したことを確認する。 

⑨取材したことをカードに書き、

必要な事柄・写真を収集する。 

⑩取材したことを「全体のこと」

「部分に着目したこと」に分け

る。 

⑪⑫写真と文章を対応させなが

ら、仕事リーフレットを作る。 

⑧目的に応じ、写真と文章が対応し

ていることを確認している。 

（発言・シート）【書イ－

１】 

⑨リーフレットに必要なことを取材

している。 
    （シート）【書ア－１】 

⑩書こうとすることの中心を明確に

することができる。 

（シート）【書ウ－１】 
⑪⑫内容に合った写真を選び、文章

と対応させながらリーフレットを

作っている。 
（リーフレット）【書イ－２】 

【広げる】 
作成した

リーフレッ

トを読み合

い、交流す

る。（１） 

⑬友達が書いたリーフレットを

読みあう。 
⑬友だちが作ったリーフレットの工

夫を見つけようとしている。 

（発言・シート）【関－３】 
 

 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
言
語
能
力
を
「
仕
事
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
構
成
要
素
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
で
、
言
語
活
動
を
通
し
て
言
語
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
迫
る 

【身に付けさせたい言語能力】 

◎段落相互の関係を理解して、文章全体を読む力 
（対比・対応） 

○自分の考えが明確に伝わるように文章を書く力 
            （写真と文章を対応させる） 

【中核となる言語活動】「仕事リーフレット」を作成する。 

・構成 → アップとルーズの特徴を活かす。（○） 
・記述 → 写真と文章の組み合わせを活かす。（☆） 

「アップとルーズで伝え

る」で説明の仕方について

学習し、「仕事リーフレッ

ト」を作ろう。 



８ 本時の指導（７／１３） 

（１）目標 

   ・事例の並べ方の工夫について筆者の意図に気付き、そのわけを考えることができる。 
（２）思考力・判断力・表現力を高める指導にあたって 

    本時では、前時で確認した中心文をもとに、事例の並び方に着目し、分かりやすく書くための工夫を読み取る力をつけさせたい。そのために、前時

で確認した中心文を、あえていろいろな順で並べてみることで、筆者の意図に気付かせたい。その際、思考の広がりや深まりを持たせるために、グ

ループで活動させ、自分の考えと友だちの考えを交流させたい。そして、筆者は何のためにそのような順に事例を並べたのかを考えさせることで、

説明の仕方の工夫を理解させ、リーフレットにまとめさせたい。 

（３）展開 

３学年 

導上の留意点と評価規準 学習内容 学習活動 時間 
・ 前時までで学んだことの中から、本時につながる学習を

想起させる。 

 
・ 本時は、「説明の仕方の工夫」について考えることを確

認する。 

【前時までの学習】 

・ 「中」の中心文を確認する。 

１ 本時につながる学習の想起 

をする。 
２ 学習課題を確認する。 

 

導 
入 
 
 
⑤ 

・前時で確認した中心文（カード）を使って自分な

りの並べ方を考えさせる。 
・並べ方を変えながら、筆者の意図に気付かせる。 
・並べ方を工夫することのよさを考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【工夫を見つける視点】 
・事例の順序を確認する。 

・どのような順に並んでいるのか

を考える。 

 
 

 
 
 

 
 
【ワークシートにまとめる視点】 
・筆者の並べた順と、その意図を

理解する。 

 

３ 前時に確認した中心文を自分で

並べ直してみる。 

（１）教科書を見ないで並べてみる。 
 

（２）なぜ、そのように並べたかを

交流し合う。 

 
（３）筆者の意図を考える。 

 

 
４「説明の仕方の工夫」について全

体で確認しワークシートにまとめ

る。 

 

 

間 
接 
 
 
 
直 
接 
 
 
 
 
間 
接 
 
 
○32E 
 

・学習内容にかかわる項目へのチェックと記述による自己

評価をさせる。 

・学習してわかったこと等を発表させ、友達のがんばりを

認め合わせる。 

 
・次時は、学習したことを使って、事例を挙げる順番につ

いて考えることを確認する。 

・分かりやすい順に並べることが

できた。 

・筆者の意図を考えることができ

た。 

 
・「分かりやすく書くための工夫」

を活かしてリーフレットを作

る。 

５ 学習のまとめをする。 
（１）本時で学んだことを確認する。 

（２）発表する。 

 
 

 
６ 次時の学習内容を確かめる。 

ま 
と 
め 
 
 
 
⑧ 

「説明の仕方の工夫」について考える。 

【具体の評価規準】 
４の活動において（読－３） 
Ａ：分かりやすく説明するための事例の並べ方に

ついて筆者の意図を理解し、それにはどんな

よさがあるかまでワークシートにまとめる

ことができる。 
Ｂ：分かりやすく説明するための事例の並べ方に

ついて筆者の意図を理解、ワークシートにま

とめることができる。  
Ｃ児への支援 
  ５つの事例を教科書の順に並べさせ、どの

ような順に並んでいるかを考えさせる。 



８ 本時の指導（５／１３） 

（１）目標 

   ・写真と文章を対応させながら読み取り、「アップ」と「ルーズ」の特徴や、段落の相互関係をつかむことができる。 

（２）思考力・判断力・表現力を高める指導にあたって 

     本時では、写真と文章を対応させることで、「アップ」と「ルーズ」には、それぞれどのような特徴があるのかを読み取る力をつけさせたい。そのた

めに、それぞれの段落がどの写真と対応しているのかを確認させる。また、特徴を読み取る際には、「しかし」「でも」の接続詞や、「～分かります」

「～分かりません」の文末表現に着目させたい。また、４・５段落が同じ構成で、対比されて書かれていることをおさえさせる。その後、段落

相互の関係にも着目させ、図に示すことで３つの段落の関係を確認させたい。そして、読み取ったことをもとに、アップとルーズのちがいを自分の言

葉でまとめることによって、理解を確実なものにしていきたい。 
（３）展開 

 
 

４学年 

時

間 
学習活動 学習内容 指導上の留意点と評価規準 

 
導

入 
⑤ 

１ 本時につながる学習の想起をする。 

 
 
 
２ 学習課題を確認する。 

 
 

【前時までの学習】 
・「アップ」と「ルーズ」の意味 
・問い→アップとルーズではどんなち

がいがあるのでしょう。 

・ 前時までで学んだことの中から、本時につながる

学習を想起させる。 

 
 

 
・４段落以降に、「問い」に対する「答え」があるこ

とを確認する。 

 
直

接 
 
 
 
 
間

接 
 
 
 
 
 
 
 
 
直

接 
A○32E  

３ 「アップ」と「ルーズ」の特徴を、写真

と対応させながら読み取る。 

（１）それぞれの写真に対応する文を確認

する。 

（２）それぞれに「分かること」と「分か

らないこと」があることを確認し、

ワークシートにまとめる。 

 
４ ４段落と５段落は、対比させながら書か

れていることを読み取る。 
（１）４段落と５段落の書き方を比べる。 

 
 （２）アップとルーズそれぞれの、「伝えら

れること」「伝えられないこと」を短

い言葉でまとめる。 

 

 
５ 「アップ」と「ルーズ」についてまとめ

る。 

【写真と文章を対応させる視点】 

・「～分かります。」→「伝えられるこ

と」 
・「～分かりません」→「伝えられな

いこと」 
・接続詞「しかし」「でも」に着目 

・短い文（要点）でまとめる。 
 

 
【アップとルーズを対比させる視点】 
・４段落も５段落、接続詞「しかし」

「でも」を境に、それぞれの長所・

短所が書かれている。 
・「細かい部分の様子」「広いはんいの

様子」 

 

 
 
【ちがいをまとめる視点】 
・「このように」が前の２つの段落を

まとめている。 

・どちらにも「伝えられること」と「伝

えられないこと」がある。 

・ 接続詞「しかし」「でも」の役割に着目させる。 
・ 写真と文章を対応させながら読み取らせる。 

 
・「アップ」と「ルーズ」を対比させながら説明して

いることを確認する。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め 
⑧ 

４ 学習のまとめをする。 

（１）本時で学んだことを書く。 
（２）発表する。 
５ 次時の学習内容を確かめる。 

・「アップ」と「ルーズ」のちがいに

ついてまとめることができたか。 

 

・ 学習内容にかかわる項目へのチェックと記述によ

る自己評価をさせる。 
・学習してわかったこと等を発表させ、友達のがん

ばりを認め合わせる。 

・ 次時は、７・８段落を読み取ることを確認する 

「アップ」と「ルーズ」のちがいを読み取ろう。 

【具体の評価規準】 
４の活動において（読－３） 
Ａ： 読みとったことをもとに、「アップ」

と「ルーズ」の特徴を理解し、対比さ

せることの良さに気付くことができ

る。 
Ｂ：読み取ったことをもとに、「アップ」と

「ルーズ」を対比させながら、それぞ

れの特徴を短い言葉でまとめ、お互い

の長所･短所が逆転していることを理

解している。 
Ｃ児への支援 
  「アップ」と「ルーズ」それぞれの「伝

えられること」「伝えられないこと」が

何なのかを確認させる。 


